
北東アジア開発研究科のカリキュラム・ポリシー 
 

 

本学大学院では、日本を含めた現代の北東アジア地域に遍在する問題（群）や現

象は、一国一方法論的研究では扱いきれないとの理解に立ち、国際関係研究・地域

研究・地域開発政策研究の諸方法論、英語を含めた北東アジア地域言語の運用能力

やフィールド調査法、統計分析の手法など実践的な研究手法を修得させ、問題発見

と課題解決策の提言ができる能力を有する人材の育成を図る。 

 

博士前期課程 

博士前期課程には、「スキル科目群」、「専門科目群（専門導入科目・専門科

目）」、「研究指導科目群」があります。 

 

・「スキル科目群」には、複雑化する現代社会の抱える諸課題について、高度職業 

人として実証を踏まえた統計学的推計に基づく科学的分析ができるように「情報 

解析科目」を、論文作成に必要な読解を中心とした語学能力を身につけさせるた 

めに、「国際言語演習科目」を 1年次の配当科目として設けています。 

 

・「専門科目群」のうち「専門導入科目」は、本学大学院における教育理念を俯瞰 

的に理解させるための科目で、「北東アジア超域研究総論」「開発政策総論」 

を、オムニバス形式の授業として１年次の春学期に集中的に配置します。 

 

・「専門科目群」のうち「専門科目」を専攻としての専門知識の涵養を図りながら 

論文作成が円滑に行えるように、1年次から２年次に配置します。 

 

・「研究指導科目」は、修士論文の完成に向けて、論文の作成や研究の進め方につ 

いて指導する科目で、教員個々の研究の成果を教育に活かしながら、学生が幅広 

い観点から研究テーマを選定し論文作成が行えるように、教員による集団指導を 

基本としており、1年次、2年次に配置します。 

 

博士後期課程 

北東アジア研究を進展させて超域研究を主体とした博士論文指導を行なうことか

ら、論文指導のコースワークを明確にするために、1年次に「北東アジア超域研究指

導 I」を、2年次に海外等で調査活動を行なう「特別研究活動」を、3年次に「北東

アジア超域研究指導 II」を配置しています。 

 


